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�����今月の主なページ 

 2 成人式 
 4 新春詩歌展入選作品紹介 
 6 平成十六年区長会 
 8 水田転作について 
 11 人権教育紙上講座 
 12 健康センター通信 
 13 今月の料理 
 14 こんにちは社協です 
 15 議会だより 
 22 暮らしの便利帳 
 24 戸籍の窓 

初志貫徹 
（しょしかんてつ） 

�����今月の人口・世帯 
人口……4,317人　世帯……1,423戸 

　平成十六年の元日、中央公民館を会場

に行われた成人式の一コマ。 

　今日から大人の仲間入り…に相応しい

抱負を堂々と述べた新成人のみなさん。 

　彼らの目に『大人の世界』とはどう映っ

ているのでしょう…。 

　大人として初めての志をいつまでも忘れ

ずに貫いてくださいね。 
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関
心
が
な
い
と
い
う
人
に
と
っ
て
も
、
税
金
や
福
祉
、
教
育
、
経
済
な
ど
、

政
治
は
身
近
な
暮
ら
し
と
権
利
に
直
接
か
か
わ
る
問
題
で
す
。
自
分
た
ち
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
の
代
表
者
を
選
ぶ
の
が
選
挙
で
す
か
ら
、
他
人
任
せ

で
は
い
け
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
は
選
挙
を
通
し
て
、
ど
ん
な
社
会
に
し
て

い
き
た
い
か
、
自
分
の
意
見
を
示
す
一
票
を
権
利
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る

と
同
時
に
、
そ
れ
に
対
す
る
責
任
を
も
負
っ
て
い
る
の
で
す
。

自
分
が
選
ぶ
政
党
や
候
補
者
の
政
策
、
考
え
方
な
ど
は
、
当
然
、
事
前
の

情
報
と
し
て
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
選
挙
の
期
間
は
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
の
政
見
放
送
や
新
聞
、
ビ
ラ
な
ど
の
各
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
し

っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

医
療
を
支
え
る
「
献
血
」
へ
の
協

力
は
、
健
康
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
行

う
こ
と
が
で
き
、
医
療
に
貢
献
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
つ
で
す
。

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
血
液
は
、
医

学
の
発
達
し
た
現
在
で
も
、
人
工
的

に
つ
く
り
だ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

病
気
や
け
が
の
治
療
の
た
め
に
血
液

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
多
く
の
人

の
善
意
に
よ
る
献
血
は
医
療
を
支
え

る
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

献
血
の
方
法
に
は
、
四
百
ml
献
血
、
二
百
ml
献
血
、
成
分
献
血
の
三
つ
が

あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
献
血
の
世
界
で
は
若
い
人
た
ち
か
ら
の

協
力
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
成
人
と
な
っ
た
若
い
皆
さ
ん

に
も
、
献
血
へ
多
く
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新成人答辞を述べる内田常夫さん

○
就
職
活
動
を
頑
張
り
ま
す
。

○
失
敗
し
て
も
い
い
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
。

○
勉
強
も
遊
び
も
頑
張
っ
て
後
悔
し

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

○
一
日
一
日
を
か
み
し
め
て
し
っ
か

り
や
っ
て
い
き
た
い
。

○
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
行
動
に
責

任
を
持
っ
て
頑
張
り
た
い
。

○
勉
学
に
励
み
、
世
の
た
め
に
な
り

た
い
。

○
自
己
を
わ
き
ま
え
、
節
度
あ
る
二

十
歳
に
な
り
た
い
。

○
出
会
い
の
多
い
大
学
生
活
か
ら
刺

激
を
も
ら
い
、
高
い
目
標
を
も
っ

て
頑
張
り
た
い
。

○
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
一
歩
一
歩
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

○
今
ま
で
以
上
に
夢
に
向
か
っ
て
努

力
し
、
自
分
に
限
界
を
決
め
ず
、

二
十
歳
に
な
っ
て
何
を
成
し
て
い

け
る
の
か
を
し
っ
か
り
考
え
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

（
新
成
人
の
抱
負
を
抜
粋
）

は
た
ち
の
献
血 

健
康
な
あ
な
た
の
献
血
で
、 

病
気
の
人
の
命
が
救
わ
れ
ま
す 

二十歳を迎えてあなたの抱負は何ですか!?
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新
春
恒
例
の
成
人
式
が
、
元
旦
の
十

一
時
か
ら
中
央
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
、
昭
和
五

十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
村
内
出
身

者
や
村
内
在
住
の
七
十
五
人
で
す
。

選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
が
政
治
に
参
加
す

る
重
要
な
機
会
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
人
は
、
そ
の
選
挙
に
参

加
す
る
権
利
、
国
会
議
員
や
地
方
議
会
の
議

員
、
自
治
体
の
首
長
を
選
ぶ
「
選
挙
権
」
を

も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
政
治
に
は
あ
ま
り

日
本
に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

人
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
納
め
る
保
険

料
で
そ
の
親
の
世
代
の
生
活
を
支
え
る
、
世

代
と
世
代
の
支
え
合
い
に
よ
っ
て
成
り
立
つ

公
的
年
金
制
度
で
す
。
公
的
年
金
は
、
物
価

の
変
化
に
応
じ
て
年
金
額
が
改
定
さ
れ
、生
涯
に
わ
た
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
老
後
に
受
け
取
る
老
齢
年
金
だ
け
で
な
く
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金

も
あ
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
家
族
の
安
心
を
守
る
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
は
、
役
場
の
年
金
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
二
十
歳
前
に
就
職
さ
れ
、
社
会
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
手

続
き
は
不
要
で
す
。

は
ば
た
け
　
20
歳 

!!

〜
75
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
〜 

はたち 

 

 

国
民
年
金
の
加
入 20歳からの

義務

親
の
世
代
の
老
後
を
支
え
、 

自
分
の
老
後
に
備
え
る
た
め
に 

政
治
や
行
政
に
も
、 

　
　
　
積
極
的
に
参
加
し
よ
う 

選
　
挙
　
権 

20歳からの

権利

成人を迎えられたみなさん（敬称略・順不同）

鳥
　
　
屋
●
黒
澤
美
佳
・
内
田
常
夫
・
内
田
晴
奈
・
北
澤
　
正

幅
屋
啓
吾
・
市
川
恵
美
子
・
市
川
貴
美
子

佐
藤
か
お
る
・
下
村
友
紀

沖

●
小
林
咲
子
・
樋
口
　
恵
・
小
平
佑
樹
・
村
松
　
愛

遠
藤
愛
子
・
神
谷
文
明
・
芹
沢
智
味
・
栗
本
　
崇

金
野
弘
樹
・
今
野
芳
美
・
上
野
正
浩
・
藤
田
大
輔

川
合
洋
子

藪
　
　
合
●
伏
見
隆
宏
・
高
見
澤
　
勇
・
堀
　
幸
男
・
宮
下
悠
太

山
本
千
奈
・
小
宮
山
亜
紀

中
　
　
島
●
伊
藤
太
一
・
樋
沢
昌
美
・
樋
沢
卓
弥

七
　
　
ヶ
●
宮
下
さ
や
か
・
澤
田
武
司
・
宮
澤
瑞
恵
・
北
沢
拓
也

松
代
明
英
・
小
松
裕
樹
・
飯
田
基
之
・
角
張
由
香
子

小
松
奈
美
江
・
柳
沢
　
治
・
山
田
友
香
子

山
紘
一
・
内
田
絵
里
佳
・
中
嶋
遊
太
郎

片
　
　
羽
●
柳
沢
朋
子
・
宮
原
領
樹
・
宮
原
愛
江
・
南
谷
裕
子

児
玉
偉
丈
・
大
宮
佳
樹
　

堀

之

内
●
金
子
友
也
・
豊
田
裕
輔
・
近
藤
久
美
子
　

市

之

瀬
●
翠
川
崇
史
・
松
井
慶
輔

下

本

入
●
小
坂
慎
吾
・
金
子
拓
也
・
芹
澤
篤
志

権
　
　
現
●
児
玉
　
誠

下
小
寺
尾
●
池
内
真
美

上
小
寺
尾
●
佐
々
木
惇

唐
　
　
沢
●
上
原
直
人

築

地

原
●
橋
詰
み
さ
子
・
橋
詰
あ
ゆ
み
・
下
城
大
作
・
下
城
陽
介

西
　
　
武
●
北
沢
　
薫

小

沢

根
●
浅
野
奈
緒
・
岡
村
朋
和
・
豊
田
林
太
郎

余
　
　
里
●
鬼
頭
祐
樹
・
伏
見
佳
奈
・
櫻
井
克
之
・
竹
内
亜
矢
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一
月
十
五
日
、
保
育
園
で
は
毎
年

恒
例
と
な
っ
た
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

正
月
の
し
め
縄
や
だ
る
ま
を
お
焚

き
上
げ
し
た
火
が
燃
え
上
が
る
と
園

児
た
ち
は
、
事
前
に
自
分
た
ち
で
ほ

う
れ
ん
草
や
に
ん
じ
ん
で
着
色
し
た

き
れ
い
な
ま
ゆ
玉
の
つ
い
た
柳
の
枝

を
持
っ
て
園
庭
に
集
ま
り
ま
し
た
。

「
先
生
、
も
う
焼
け
た
？
」
と
園

児
た
ち
は
、
熱
々
の
ま
ゆ
玉
を
口
い

っ
ぱ
い
に
頬
張
っ
て
、「
今
年
も
健
康

で
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
」
と
一
年
の

無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

下
武
石
で
畜
産
を
営
む
桜
井
弘
次

さ
ん
が
こ
の
度
、
第
五
十
六
回
長
野

県
畜
産
共
進
会
に
お
い
て
交
雑
牛
肥

育
の
部
で
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

こ
の
受
賞
は
、
上
小
で
も
初
の
受

賞
と
い
う
こ
と
で
桜
井
さ
ん
は
、「
牛

を
育
て
る
こ
と
は
、
生
活
の
一
部
で
、

こ
れ
ま
で
地
道
に
や
っ
て
き
た
成
果

か
な
。
こ
れ
か
ら
も
、
村
で
活
躍
す

る
若
い
仲
間
と
一
緒
に
武
石
の
畜
産

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
喜
び

を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
の
新
春
を
飾
る
武
石
村
消
防
出
初
め
式
が
、

一
月
十
二
日
に
中
央
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
消
防
団
員
を
は
じ
め
婦
人
消
防
隊
員
の
み
な

さ
ん
な
ど
約
二
百
名
が
参
加
す
る
中
、
樋
沢
消
防
団
長
の
式

辞
や
団
員
に
よ
る
火
消
し
の
心
意
気
と
も
い
え
る
消
防
活
動

に
対
す
る
力
強
い
代
表
宣
誓
の
ほ
か
、
功
績
の
あ
っ
た
団
員

に
対
し
て
、
県
消
防
協
会
表
彰
十
四
名
、
上
小
消
防
協
会
表

彰
八
名
、
村
消
防
団
長
表
彰
十
八
名
の
合
計
四
十
名
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
Ｊ
Ａ
武
石
支
所
前
か
ら
郵
便

局
前
ま
で
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
来
賓
の
皆
さ
ん
や
近
所
の

皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、
消
防
団
長
を
先
頭
に
団
旗
、
婦
人
消

防
隊
員
、
各
分
団
員
、
緊
急
車
両
の
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
健
康
で
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
…

下
武
石
の
桜
井
さ
ん
が
上
小
初
の
快
挙
!!

代
表
宣
誓
を
す
る
第
五
分
団
長
の
堀
茂
之
さ
ん
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新
春
恒
例
の
詩
歌
展
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
俳
句
に
二
十
六
句
、
川
柳
に
十
八
首
、
短
歌
に
三
十

二
首
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
三
席
ま
で
に
入
選
さ
れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

一
　
席 

合
併
が
是
か
非
か
未
来
の
掲
示
板
明
る
く
あ
れ
よ
子
孫
の
為
に 

松
久
　
立
子 

二
　
席 

夕
ぐ
れ
の
闇
せ
ま
り
く
る
槻
の
根
に
命
の
か
ぎ
り
鳴
く
こ
お
ろ
ぎ 

徳
武
　
信
彦 

 

ぐ
ち
ひ
と
つ
言
わ
ず
職
場
に
通
う
子
に
愛
情
こ
め
て
に
ぎ
る
お
に
ぎ
り 

滝
沢
千
穂
子 

三
　
席 

長
旅
を
終
え
し
白
鳥
安
曇
野
の
温
き
迎
え
に
羽
休
め
を
り 

清
住
　
　
和 

 

今
聞
き
し
事
は
忘
れ
て
亡
き
父
母
の
教
え
は
胸
に
湧
き
出
づ
る
な
り 

松
久
　
立
子 

 

庭
先
に
楚
々
と
咲
き
ゐ
る
山
茶
花
は
暮
れ
ゆ
く
夕
日
に
紅
彩
や
さ
し 

雨
宮
八
重
子 

一
　
席 

親
と
子
の
絆
う
す
れ
し
悲
し
き
世 

滝
沢
千
穂
子 

二
　
席 

皮
肉
に
も
悪
の
中
軸
自
分
な
り 

丸
山
　
　
剛 

 

黒
い
手
が
何
処
ま
で
伸
び
る
此
の
世
代 

依
田
　
春
雄 

三
　
席 

ど
っ
こ
い
し
ょ
日
に
何
回
聞
く
こ
と
か 

滝
沢
　
清
美 

 

親
子
お
ば
無
理
に
引
き
裂
く
拉
致
悲
劇 

依
田
　
春
雄 

 

乾
杯
役
毎
回
と
な
る
Ｏ
Ｂ
会 

清
住
　
　
和 

一
　
席 

初
孫
に
鬼
灯
鳴
ら
し
聞
か
せ
お
り 

丸
山
　
　
剛 

二
　
席 

名
月
や
月
に
敬
語
を
使
う
人 

依
田
　
春
雄 

 

柊
の
月
日
重
ね
し
年
の
暮
れ 

伏
見
九
十
郎 

三
　
席 

安
曇
野
や
ひ
つ
ぢ
田
烟
る
秋
の
旅 

清
住
　
　
和 

 

柿
熟
れ
て
木
木
を
振
わ
す
山
の
里 

滝
沢
千
穂
子 

 

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
に
秋
の
湯
船
か
な 

荻
原
　
幸
江 

　
一
月
十
二
日
、
新
春
恒
例

の
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
今
年
は
十
七
名
が
参
加
さ
れ
、

静
寂
の
中
に
碁
盤
を
打
つ
石

の
音
が
響
く
真
剣
勝
負
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
大
会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

  

　
優
　
勝
　
　
池
内
　
恒
雄 

　
準
優
勝
　
　
西
藤
　
重
嗣 

　
第
三
位
　
　
北
沢
　
準
一 

　
新
春
恒
例
の
詩
歌
展
に
は
、た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
本
年
は
、
俳
句
に
十
二
句
、
川
柳
に
十
二
句
、
短
歌
に
二
十
七
首
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
三
席
ま
で
に
入
選
さ
れ
た
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
） 

一
月
十
一
日
、
中
央
公
民
館
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
新
春

文
化
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
の
講
演
会
は
、
講
師
に
漫
才

師
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
レ
ッ
ツ

ゴ
ー
三
匹
の
レ
ツ
ッ
ゴ
ー
正
児
さ
ん

を
お
迎
え
し
、「
人
生
負
け
て
た
ま
る

か
」
と
題
し
て
、
約
一
時
間
半
に
わ

た
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ご
本
人
が
幼
い
弟
を

背
負
っ
て
学
校
に
通
っ
た
頃
の
思
い

出
か
ら
漫
才
師
と
い
う
職
業
に
就
い

て
下
積
み
時
代
の
苦
労
話
な
ど
、
冗

談
を
交
え
て
楽
し
く
親
し
み
や
す
い

口
調
で
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
会
場
を
訪
れ
た
村
内
外
の

約
百
五
十
人
の
皆
さ
ん
は
、
レ
ッ
ツ

ゴ
ー
正
児
さ
ん
の
話
に
興
味
深
く
聞

き
入
り
、
盛
ん
な
拍
手
を
贈
っ
て
い

ま
し
た
。

講演をするレッツゴー正児さん

『人生負けてたまるか』

レッツゴー正児さん
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平
成
十
二
年
度
よ
り
介
護
保
険
制

度
が
は
じ
ま
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
保

険
料
と
一
割
の
自
己
負
担
を
払
え
ば
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。依

田
窪
三
町
村
に
お
け
る
高
齢
化

率
は
、
ほ
ぼ
三
〇
％
で
、
六
十
五
歳

以
上
人
口
は
、
約
三
千
六
百
人
ほ
ど

で
す
。
そ
の
う
ち
約
六
百
七
十
人
の

方
が
介
護
認
定
を
受
け
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

か
つ
て
は
、
お
年
よ
り
の
世
話
は

在
宅
で
と
い
う
の
が
当
た
り
前
で
し

た
が
、
核
家
族
化
の
進
行
と
共
に
一

人
暮
ら
し
の
老
人
が
増
え
た
こ
と
や
、

介
護
の
重
度
化
や
長
期
化
に
よ
る
家

族
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
な
ど
が
理

由
と
な
っ
て
、
在
宅
ケ
ア
ー
か
ら
施

設
ケ
ア
ー
へ
の
動
き
が
加
速
さ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
当
三
町
村
に

お
い
て
、
施
設
ケ
ア
ー
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
既
に
百
五
十
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
施
設
に
入

所
さ
れ
て
い
る
お
年
よ
り
に
、「
施
設

と
自
分
の
家
と
ど
ち
ら
が
い
い
で
す

か
？
」
と
お
聞
き
す
る
と
、
殆
ど
の

方
が
、
異
口
同
音
に
「
自
分
の
家
に

帰
り
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。

お
年
よ
り
は
、
長
年
住
み
慣
れ
た
自

分
の
家
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
の
が

や
は
り
本
音
な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
最
大
の
テ
ー
マ
は
、「
尊
厳
あ
る
老

い
の
生
き
か
た
」
を
地
域
全
体
で
守

っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
生
き
が
い
や
健

康
維
持
の
た
め
の
介
護
予
防
を
徹
底

し
、
大
多
数
の
高
齢
者
が
で
き
る
だ

け
寝
た
き
り
や
痴
呆
に
な
ら
な
い
よ

う
自
立
し
た
生
活
を
め
ざ
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
一
方
で
、
少

数
の
弱
っ
た
お
年
よ
り
を
、
介
護
保

険
制
度
を
中
心
と
す
る
地
域
に
お
け

る
高
齢
者
介
護
の
し
く
み
に
よ
っ
て
、

み
ん
な
で
支
え
合
い
助
け
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
施
設
ケ

ア
ー
に
は
、
老
人
保
健
施
設
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
療
養
型
病

院
と
三
つ
の
タ
イ
プ
の
施
設
が
あ
り
、

各
々
の
役
割
や
使
命
は
大
き
く
異
な

る
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
ら
の

施
設
の
利
用
に
際
し
て
は
多
少
の
混

同
が
あ
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
こ

れ
ら
三
施
設
の
機
能
の
再
整
理
を
明

確
に
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
施
設
の
社
会
的
使
命
は
、

リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
と
す
る
自
立
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
年
よ
り
が

望
ん
で
い
る
在
宅
復
帰
を
め
ざ
す
こ

と
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
老
健
「
い
こ
い
」
は
、

特
養
待
機
者
の
利
用
が
多
く
、
在
宅

復
帰
機
能
が
低
下
し
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
今
後
は
、

積
極
的
に
、
自
立
を
支
援
す
る
た
め

の
リ
ハ
ビ
リ
機
能
を
重
視
し
、
在
宅

復
帰
を
推
進
し
て
い
く
方
針
で
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年

よ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
専
属
の
理
学
療
法

士
と
作
業
療
法
士
を
各
一
名
に
増
員

し
、
入
所
者
や
通
所
者
（
デ
イ
ケ
ア

ー
）
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
実
施
計
画

書
を
作
成
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
自

立
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
老
健
の
目
玉
は
、「
パ
ワ

ー
リ
ハ
ビ
リ
」
の
導
入
で
す
。
具
体

的
に
説
明
す
る
と
、
写
真
に
み
ら
れ

る
筋
力
増
強
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ー
ン
を
利
用
し
て
、
下
肢
の

機
能
、
上
肢
の
機
能
、
体
幹
部
の
機

能
を
強
化
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

の
マ
シ
ー
ン
を
利
用
し
た
歩
行
機
能

や
上
肢
機
能
の
強
化
は
、
生
活
す
る

上
で
の
移
動
、
食
事
、
排
泄
、
入
浴

な
ど
の
基
本
動
作
を
飛
躍
的
に
向
上

さ
せ
ま
す
。
既
に
積
極
的
に
活
用
し

て
い
る
施
設
で
は
、
介
護
度
の
改
善

に
伴
い
自
立
機
能
が
向
上
し
、
老
人

の
表
情
が
変
わ
っ
て
き
た
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
」
の
真
の
意

義
は
、
身
体
機
能
の
向
上
に
伴
い
、

今
ま
で
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

行
動
の
変
容
が
起
こ
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
夢
や
希
望
を
実

現
で
き
る
喜
び
が
、
老
人
の
こ
こ
ろ

を
豊
か
に
明
る
い
も
の
に
変
え
て
い

き
ま
す
。
心
身
と
も
に
元
気
に
な
っ

て
自
分
の
家
に
帰
り
、
家
族
と
と
も

に
安
定
し
た
在
宅
生
活
を
継
続
す
る

こ
と
が
、
究
極
の
理
想
で
す
。
退
所

後
も
、
老
健
の
短
期
入
所
や
通
所
リ

ハ
（
デ
イ
ケ
ア
ー
）
を
継
続
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
、
心
身
機
能
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
大
切
で
す
。
目
ざ

す
べ
き
は
、
お
年
よ
り
が
、
自
分
の

家
で
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
抜
き
、
自

分
の
家
で
家
族
に
愛
さ
れ
な
が
ら
い

の
ち
を
終
え
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま

す
。在

宅
生
活
が
完
全
に
行
き
詰
ま
っ

て
か
ら
、
老
健
「
い
こ
い
」
を
利
用

す
る
の
で
は
な
く
、「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」

で
、
心
身
機
能
が
弱
っ
て
き
た
ら
、

早
め
に
老
健
「
い
こ
い
」
で
、「
パ
ワ

ー
リ
ハ
ビ
リ
」
等
を
利
用
し
て
元
気

に
な
っ
て
、
再
び
笑
顔
で
自
分
の
家

で
の
自
立
し
た
生
活
を
継
続
し
ま
し

ょ
う
。
そ
れ
こ
そ
が
老
健
施
設
の
理

想
的
な
活
用
方
法
で
あ
り
、
地
域
に

開
か
れ
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
老
健

施
設
と
し
て
の
社
会
的
使
命
な
の
で

す
。積

極
的
な
利
用
を
、
職
員
一
同
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ
ワ
ー

リ
ハ
ビ
リ
や
施
設
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
依
田
窪
老

人
保
健
施
設
「
い
こ
い
」（
電
話
68
‐

０
２
８
１
）
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

導
入
さ
れ
た
「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
」
の
様
子

～みなさんのご理解とご協力をお願いします～
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新
区
長
さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

○
鳥
屋
　
　
　
　
依
　
田
　
守
　
夫

○
沖
　
　
　
　
　
橋
　
詰
　
恒
　
雄

○
薮
　
合
　
　
　
伊
　
藤
　
正
　
親

○
中
　
島
　
　
　
樋
　
沢
　
昭
　
英

○
七
　
ケ
　
　
　
小
　
林
　
　
　
功

○
片
　
羽
　
　
　
大
　
沢
　
昭
　
利

○
堀
の
内
　
　
　
掛
　
川
　
岩
　
男
　

○
市
之
瀬
　
　
　
大
　
沢
　
昭
　
宣
　

○
下
本
入
　
　
　
滝
　
沢
　
甲
子
男

○
権
　
現
　
　
　
橋
　
詰
　
喜
美
男

○
下
小
寺
尾
　
　
宮
　
下
　
福
　
清

○
上
小
寺
尾
　
　
小
　
山
　
　
　
栄

○
唐
　
沢
　
　
　
松
　
久
　
　
　
慎

○
築
地
原
　
　
　
橋
　
詰
　
和
　
夫

○
大
布
施
巣
栗
　
下
　
城
　
　
　
稠

○
西
　
武
　
　
　
鎌
　
形
　
輝
　
夫

○
小
沢
根
　
　
　
竹
　
内
　
捷
　
一

○
余
　
里
　
　
　
北
　
沢
　
利
　
雄

平
成
十
六
年
の
各
地
区
の
区
長

さ
ん
が
決
ま
り
、
一
月
十
九
日

に
中
央
公
民
館
で
区
長
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

区
長
会
で
は
、
会
長
、
副
会

長
の
選
任
の
ほ
か
、
今
年
村
が

進
め
る
諸
事
業
や
施
策
な
ど
の

内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

新
区
長
さ
ん
に
ご
協
議
い
た
だ

き
ま
し
た
。

新
区
長
さ
ん
に
は
今
年
一
年

間
、
区
・
村
行
政
の
多
面
に
わ

た
り
、
大
変
ご
苦
労
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
前
区
長
さ
ん
の
多
大

な
る
ご
尽
力
に
対
し
て
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

区長会長に沖 区 長の橋詰　恒雄さん

副 会 長は薮合区長の伊藤　正親さん

平成16年
区 長 会

住
み
良
い
地
域
に
は
、

み
ん
な
の
笑
顔
が
あ
る
…
。
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○農地を一時的に転用する場合も許可が必要です。 
　一時的な砂利採取、資材置場や、仮設建物等の敷地と

して利用する場合も、許可が必要になります。 
 

◎農地を転用する場合は、法律上の制限がありますので

事務局へ事前にご相談ください。 
 

◎無断転用の場合には、県知事が工事等を中止させたり、

元の農地に復元させることがあります。また、懲役刑

や罰金が課せられる場合もあります。 
 

○農地の売買・賃借等お気軽にご相談を 
　農業委員会では、農地の売買や賃借、農作業受委託に

関するあっせん調整も行っております。 

　●農地を売りたい。　　　 

　●農地を貸したい。 

　●経営規模を拡大したい。 

　●農作業を誰かにやってもらいたい。など、農業委員

または農業委員会事務局まで、お気軽にご相談ください。 

○農地等を農地以外の用途に転用する場
合には、許可が必要で、転用には、次
の2種類があります。 

 
 農地法第4条によるもの･･･ 

　　　　　　　　（許可権者は県知事です） 

　農地の所有者が、自分の事業としてその農

地を転用する場合 

 
 農地法第5条によるもの･･･ 

　　　　　　　　（許可権者は県知事です） 

　所有権の移転、もしくは権利の設定等によ

り、農地以外に転用する場合（所有者と事業

者が異なる場合） 

 

　申請書の締切日は毎月15日です。（休日

の場合は翌日）標準的に事務処理が進むと、

申請日の翌月の16日ころ許可がおります。 

武石村農業委員会　℡85‐2828

　無秩序な農地転用が進むと、生産性の高い優良な農地を確保することが

困難となります。また、農地を資産的保有目的や投機目的により取得する

ことにより、農地価格が高騰を来す恐れがあります。 

　農地法は、このような事態が生ずることを防ぐ役割を果たしています。 

農地の売買なら任せて安心。（財）長野県農業開発公社 
（注）農業開発公社が売買する農地は、農業振興地域の農用地区域が対象となります。 

農地売却代金 
取得費＋譲渡費用 
特別控除額 
課税所得額 
税金（26％） 

1,500万円 
   75万円 
  100万円 
1,325万円 
344,5万円 

1,500万円 
    　　　75万円 
 　　　1,500万円 
     　　　0万円 
    　　　 0万円 

詳しいお問い合わせは‥‥武石村農業委員会または、(財)長野県農業開発公社　上小支所（23‐1260）まで 

農地を売りたい方 農地を買いたい方 

 ■譲渡所得が800万円まで特別控除されます。 

 　（買入協議制度を活用の場合は、1,500万円まで） 

計算例 通常の売買 
農業開発公社の場合 
（買入協議制度活用） 

■登録免許税10/1,000が8/1,000に軽減

されます。 

■不動産取得税の軽減：取得した土地

評価額の1/3相当額が 

　控除されて課税 

　されます。 
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こ
れ
ま
で
は
、
転
作
割
当
面
積
の

配
分
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新

た
な
政
策
に
よ
り
、
国
か
ら
県
、
県

か
ら
市
町
村
へ
米
の
生
産
目
標
数
量

が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
武
石
村

は
、
９
９
３
・
１
ト
ン
の
配
分
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
平
成
十
六
年
度
の

転
作
面
積
は
、
昨
年
度
並
み
の
面

積
（
１
１
１
・
５
�
）
を
目
標
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
、
武
石
村
水
田

農
業
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
農
家

の
み
な
さ
ん
へ
の
配
分
は
、
引
き
続

き
各
戸
の
耕
作
水
田
本
地
面
積
の

37
％
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
全
国
と
も
補
償
制
度
、
経
営
確

立
助
成
事
業
は
、
平
成
十
五
年
度

を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

に
代
わ
り
新
た
に
水
田
農
業
構
造
改

革
交
付
金
（
産
地
づ
く
り
対
策
）
と

し
て
、
一
定
額
が
一
括
し
て
地
域
の

水
田
農
業
推
進
協
議
会
に
交
付
さ
れ

ま
す
。

こ
の
交
付
金
は
、「
各
地
域
に
お

い
て
、
使
途
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
て
自
由
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
さ
れ
て
お
り
、
武
石
村
と
し
て
は
、

大
豆
と
そ
ば
を
主
要
作
物
と
し
て

推
奨
し
、
併
せ
て
担
い
手
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
農
家
の
育
成
と
土
地
利

用
の
効
率
化
を
目
指
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
経
過
を
踏

ま
え
、
水
田
農
業
推
進
協
議
会
に
お

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
武
石
村
独
自
に
地

域
と
も
補
償
制
度
を
残
し
、
交
付

金
と
併
せ
て
下
記
の
助
成
体
制
に

よ
り
、
農
家
の
み
な
さ
ん
へ
助
成

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
月
に

各
地
区
で
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

平
成
16
年
度
も
転
作
事
業
の
推
進

等
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
平
成
16
年
産
米
の

生
産
目
標
数
量
配
分
9
9
3
・
1
ト
ン

■
と
も
補
償
制
度
の
転
換
と
新
た
な
助
成
体
制
に
つ
い
て

■問い合わせ先……武石村役場 産業振興課農政係 ℡85-2828

平
成
十
五
年
度
の
水
田
転
作
に
つ
き
ま
し
て
は
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
県
か
ら
の
割
当
面
積
を
消
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
政
府
は
米
の
消
費
減
少
と
価
格
低
迷
、
生
産
調
整

に
対
す
る
限
界
感
、
不
公
平
感
の
増
大
な
ど
閉
塞
状
況
と
も

い
え
る
我
が
国
水
田
農
業
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
平
成

十
四
年
十
二
月
に
「
米
政
策
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
十
六
年
度
よ
り
米
づ
く
り
の
姿
が
変

わ
り
ま
す
。

平成16年度の水田転作について

米
づ
く
り
が
変
わ
り
ま
す
!!

転作助成金は、とも補償に加入していないと交付されません。 

　　　*1　その他：飼料作物、麦、地力増進作物、花卉、花木、永年性作物、野菜等。 

　　　*2　そばについては、地域の推奨作物と位置付けるため助成単価に加算措置の予定。 

　　　*3　水田耕作面積：個人４�、集落営農10�、法人20�以上。 

 

*2 

 

 

*3  水田耕作面積×転作配分割合（37％）達成者が対象 

対象区域 

村内全域 

対象作物 

大　　　豆 

そ　　　ば 

そ　の　他 

調整水田、自己保全管理 

担い手加算 

助成単価 

30,000円 

20,000円 

  9,000円 

助成されません 

10,000円 

交付要件 

平成16年度 武石村地域とも補償・助成体制について 
・平成16年度より全国とも補償制度は廃止となりましたが、武石村では 
　地域でのとも補償を継続し、転作を進めていきます。 

� とも補償拠出金　武石村地域とも補償拠出金：4,000円／10アール（水稲作付面積） 

� 転作による助成交付体制 

*1



（11）広報武石 平成１６年２月号　No.439

「
ハ
ン
デ
な
ん
か
怖
く
な
い

〜
僕
の
挑
戦
」

福
島
県
　
佐
藤
寛
和
（
中
二
）

は
ん
て
ん
を
羽
織
っ
た
姿
で
登
場
し
た
。

三
百
五
十
年
前
か
ら
伝
統
芸
能
「
霊
山
太

鼓
」
の
話
を
す
る
方
だ
。

大
太
鼓
、
小
太
鼓
、
笛
、
鉦
（
か
ね
）

を
組
み
合
わ
せ
た
華
や
か
さ
で
勇
壮
な
演

奏
と
い
う
。「
注
目
は
、
大
太
鼓
の
バ
チ
さ

ば
き
」
と
演
壇
の
脇
に
回
っ
て
振
り
を
見

せ
、「
腕
力
と
足
腰
の
踏
ん
張
り
が
特
に
必

要
と
さ
れ
ま
す
」

「
僕
に
は
左
足
が
あ
り
ま
せ
ん
。
五
歳

の
時
、
交
通
事
故
で
失
い
ま
し
た
が
、
ハ

ン
デ
ィ
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
小
太
鼓
か

ら
大
太
鼓
に
移
り
、
足
腰
を
少
し
ず
つ
鍛

え
て
き
た
か
ら
で
す
。
僕
は
力
強
い
大
太

鼓
が
大
好
き
で
す
」

中
学
で
は
卓
球
部
で
活
動
し
、
ハ
ン
デ

ィ
な
ど
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
周

り
の
人
の
見
る
目
が
つ
ら
い
。「
体
に
障
害

を
持
つ
人
を
な
ぜ
特
別
な
目
で
見
る
の
か
、

懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
障
害
者
へ
の
差

別
と
気
付
か
な
い
の
か
。
こ
と
さ
ら
に
同

調
し
た
り
手
を
貸
し
た
り
も
間
違
い
な
い
。

で
き
る
こ
と
は
一
人
で
さ
せ
、
最
低
限
の

手
伝
い
で
十
分
。

僕
自
身
、
生
活
に
ハ
ン
デ
ィ
を
考
え
た

こ
と
は
な
く
、
ほ
か
の
障
害
者
も
同
じ
気

持
ち
だ
と
思
う
」
と
訴
え
を
集
約
し
て
示

し
た
。

「
障
害
者
に
つ
い
て
」

滋
賀
県
　
西
本
裕
也
（
中
三
）

西
本
さ
ん
は
、
椅
子
に
腰
掛
け
て
こ
う

話
し
た
。

「
障
害
児
。
何
ら
か
の
病
気
や
体
の
不
自

由
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
…
。
僕

も
そ
の
一
人
で
す
。
身
体
障
害
者
で
、
名

称
も
脳
性
マ
ヒ
で
す
。
そ
の
ほ
か
知
的
障

害
者
、
自
閉
症
、
ダ
ウ
ン
症
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
健
常
者

と
同
じ
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
子
も
い
ま

す
が
、
ハ
ン
デ
ィ
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な
障
害
児
で

あ
っ
て
も
頑
張
っ
て
努
力
す
れ
ば
、
あ
る

程
度
克
服
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
す
」

小
学
校
六
年
の
春
、
自
転
車
の
練
習
を

は
じ
め
、
転
ん
で
も
け
が
を
し
て
も
練
習
。

「
あ
ん
た
に
は
無
理
や
」
と
い
う
母
親
の
言

葉
に
も
あ
き
ら
め
続
け
た
。「
つ
い
に
八
月

に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夏
休
み

は
毎
日
練
習
を
続
け
た
か
ら
…
」

会
場
か
ら
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

「
挑
戦
す
れ
ば
で
き
る
を
実
感
し
た
瞬
間

で
す
」
と
歩
行
器
の
子
が
歩
き
、
自
閉
症

の
子
が
話
す
。
周
囲
に
見
る
努
力
の
成
果

も
報
告
し
た
。

「
心
配
な
の
は
、
大
人
に
な
っ
て
働
け
る

場
所
が
あ
る
か
。「
嫌
だ
と
思
い
、
傷
つ
い

た
」
の
は
、
学
校
で
「
障
害
児
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
。

率
直
な
訴
え
で
あ
る
。

人権教育紙上講座
№325

教育委員会
同和対策室

第
二
十
五
回

「
少
年
の
主
張
全
国
大
会
」か
ら

教
育
評
論
家
　
楠
山
三
香
男
評

■
急
速
に
広
が
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

平
成
十
四
年
末
の
わ
が
国
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
は
、
六

千
九
百
四
十
二
万
人
。

そ
の
数
は
、
五
年
前
と
比
べ
て
六

倍
近
く
に
増
え
て
お
り
、
携
帯
端
末

な
ど
を
含
め
る
と
国
民
の
二
人
に
一

人
は
、
な
ん
ら
か
の
形
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

◆
そ
の
書
き
込
み
が
人
権
侵
害
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
発
信

す
る
際
に
は
、
不
特
定
多
数
の
人
が
、

そ
の
情
報
を
見
る
と
い
う
こ
と
を
、

常
に
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
知
人
だ
け
で
使
っ
て
い

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や

電
話
番
号
、
住
所
な
ど
と
い
っ
た
個

人
的
な
情
報
を
書
き
込
ん
で
し
ま
う

と
、
そ
れ
ら
は
、
ま
っ
た
く
見
知
ら

ぬ
人
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
情

報
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
行
為
は
、
た
と
え
親
切

心
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
実
生
活
上
の
連
絡
先
が
知
ら

れ
る
な
ど
し
た
場
合
、
当
人
が
重
大

な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
も

あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
私
た
ち
が
実

際
に
暮
ら
す
社
会
と
同
じ
、
み
ん
な

で
作
る
公
の
場
で
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
情
報
や
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な

情
報
を
流
す
こ
と
は
、
最
終
的
に
、

自
分
自
身
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
環
境

を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。自

ら
の
発
言
に
責
任
を
持
つ
。
人

を
不
快
に
さ
せ
る
よ
う
な
言
動
を
し

な
い
。
情
報
を
う
の
み
に
せ
ず
、
正

し
い
情
報
を
自
ら
選
び
取
る
。
こ
う

し
た
モ
ラ
ル
に
基
づ
く
当
た
り
前
の

ふ
る
ま
い
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
悪
質
な
人
権
侵
害
は
、
確
実
に

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

●
本
人
の
許
可
な
く
住
所
や
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
を
公
開
す
る
。 

   

●
他
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
よ
う
な
情
報

を
、一
方
的
に
掲
載
す
る
。 

   

●
事
件
や
事
故
な
ど
の
関
係
者
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
情
報
を
公
開
す
る
。 

こ
ん
な
行
為
が

な
行
為
が
人
権
侵
害

人
権
侵
害
に 

こ
ん
な
行
為
が

な
行
為
が
人
権
侵
害

人
権
侵
害
に 

こ
ん
な
行
為
が
人
権
侵
害
に 

守りたい 
ネットのモラル 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
人
権
侵
害
を
考
え
る 

　
武
石
村
に
住
ん
で
い
な
が
ら
に
し
て
、世
界

中
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
調
べ
た
り
、メ
ー
ル

で
連
絡
を
と
っ
た
り
と
、村
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
者
は
こ
こ
数
年
で
増
加
し
て
い
る
よ
う

で
す
。 

 

　
し
か
し
、こ
の
誰
も
が
気
軽
に
情
報
発
信
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
情
報
や
差
別
を
助
長
す
る
情

報
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、人
権
を
侵
害
す
る
よ

う
な
問
題
が
各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

い
ま
、

公
の
場
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
私
た
ち

の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

税の申告は 
2月16日(月)～3月15日(月)まで 
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今
年
も
所
得
税
、
村
県
民
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
申
告
の
期
限
は
3
月
15
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

税
務
署
で
は
申
告
書
等
の
「
自
書
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

尚
、
申
告
納
税
相
談
の
日
程
、
会
場
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

後
日
配
布
し
ま
す
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
場
合

・
平
成
15
年
中
の
各
種
所
得
金
額
の

合
計
額
が
、
基
礎
控
除
や
扶
養
控

除
な
ど
各
種
所
得
控
除
額
の
合
計

額
を
超
え
る
方
。

給
与
所
得
者
の
場
合

・
平
成
15
年
中
の
給
与
収
入
金
額
が

２，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
。

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方
。

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
方
で
、
年
末
調
整

を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
収
入
金
額

と
、
給
与
・
退
職
所
得
以
外
の
所

得
金
額
合
計
が
20
万
円
を
超
え
て

い
る
方
。

な
お
、
前
年
の
所
得
が
給
与
所
得

の
み
で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方

で
も
自
分
の
家
族
に
つ
い
て
医
療
費

控
除
、
住
宅
取
得
控
除
（
二
年
目
、

三
年
目
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）
等
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
な
ど
は
、
申

告
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
、
武
石

村
に
住
所
の
あ
る
方
。
た
だ
し
、
次

の
方
は
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
平
成
15
年
度
中
の
所
得
が
給
与
所

得
の
み
で
年
末
調
整
が
済
ん
で
い

る
方

・
平
成
15
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
さ
れ
た
方

・
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
て
、
ま
っ

た
く
所
得
が
な
か
っ
た
方

村
県
民
税
の
申
告
書
は
、
村
が
所

得
計
算
や
、
税
額
計
算
を
適
正
に
行

う
た
め
の
課
税
資
料
と
し
て
提
出
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
、
所
得
税
の
申

告
納
税
制
度
と
は
違
い
ま
す
。

所
得
税

＊
申
告
の
際
に
は
、
給
与
や

年
金
の
源
泉
徴
収
票
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

村
県
民
税

社会保険事務所職員を装う 

不審な電話・訪問にご注意ください 
　最近、社会保険事務所や社会保険関係団体の職員
を装い、年金受給者や被保険者及びご家族に対して、 
◆「年金の払い過ぎがあったので、指定の銀行口座

に振り込むように。振り込まない場合、次回の年

金支払を停止する」といった電話。 

◆「医療費の払い戻しや社会保険の手続きのため手

数料が必要」と訪問する。 

◆社会保険庁の関係団体と偽り、手紙で年金の返還

を求める。 
といった事例があり、実際にも被害が発生しています。 

　社会保険庁（社会保険業務センター）・社会保険

事務局・社会保険事務所では、指定口座に現金の振

り込みを依頼したり、社会保険のための手数料と称

して現金を徴収することはありません。 

　また、他の団体に年金返還の手続きを委託するこ

とはありませんので、ご注意ください。 
　怪しいと思ったら、相手の身分等の情報をお近く
の社会保険事務所にご連絡ください。 
　なお、社会保険事務所職員・国民年金推進員は、
身分証明書を携帯しております。 

《参考》社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp 
このことについてご不明な点は…小諸社会保険事務所　℡0267-22-1080

?
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十
二
月
十
九
日
、
ピ
ー
タ
ー
パ
ン

で
は
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ

ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
か
ら
急
い
で
帰
っ
て
き
た
子

ど
も
た
ち
は
、
早
速
準
備
開
始
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
手
作
り
パ
ー
テ
ィ
ー
が
ス
タ
ー

ト
。
こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練

習
し
た
劇
や
手
品
を
披
露
し
た
り
、

季
節
は
ず
れ
の
お
化
け
屋
敷
に
大
は

し
ゃ
ぎ
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

そ
し
て
、
一
番
の
お
楽
し
み
は
な

ん
と
言
っ
て
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
。

ワ
ク
ワ
ク
ど
き
ど
き
の
瞬
間
に
み
ん

な
の
目
は
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
六
時
か
ら
は
、
保
護
者
の
み

な
さ
ん
も
参
加
し
て
ケ
ー
キ
や
お
料

理
を
食
べ
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
二
十
日
は
、
特
養
と
も

し
び
の
み
な
さ
ん
に
お
餅
つ
き
大
会

に
招
待
し
て
い
た
だ
き
、
十
名
ほ
ど

の
子
ど
も
が
参
加
し
ま
し
た
。

お
礼
に
歌
を
歌
っ
た
り
、
た
く
さ
ん

の
お
話
し
を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

つ
き
た
て
の
お
餅
に
子
ど
も
た
ち

は
大
満
足
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
な
り
、
た
く
さ

ん
交
流
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

● ナムル ●

〈作り方〉

①もやしは、ひげ根を除いてゆで、ざる

に上げてそのまま冷やす。

さっと洗ったぜんまいとほうれん草

は、それぞれゆでて4cmくらいの長さ

に切ってから冷ましておく。

大根とにんじんは、それぞれ千切り

にしてからさっとゆで、水気を絞って

おく。

ごぼうは、千切りにして硬めにゆで

たらざるに上げて冷ます。

ごまは、炒ってから切りごまにして

おく。

�の材料を合わせてタレを作る。

②ボウルに①のもやし、ほうれん草、ぜ

んまい、ごぼう、大根、にんじん、タ

レを入れて混ぜ合わせる。

暮
れ
の
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
は
大
忙
し
…
。

ポイント…水っぽくならないように、野菜の
水気はしっかり切ります。焼いた油揚げや煮
付けた肉などを加えると一層おいしくいただ
けます。好みで豆板醤を加えるとピリ辛に…。

〈材料〉（6人分）

もやし ………………240ｇ

ほうれん草 …………240ｇ

水煮ぜんまい ………240ｇ

ごぼう…………………80ｇ

大根 …………………240ｇ

にんじん………………80ｇ

しょう油 ………大さじ3

砂糖 ……………小さじ1

ごま油 …………大さじ1

長ネギ …………大さじ2

�
みじん切りにんにく

……………小さじ1

みじん切りしょうが

……………小さじ1

こしょう ……………少々

白ごま …………大さじ2

「
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
」

肥
満
や
糖
尿
病
、
が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
個
人
の
生
活

習
慣
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
適
度
な
運
動
、
十
分
な
休
養
と
い
っ

た
健
康
的
な
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

2
月
1
日
か
ら
2
月
7
日
ま
で

今日から始める

家庭の食育

好きなときに好きなものを食べることができる現代の日本。

しかしその一方で、栄養バランスの乱れや孤食などによる食品の偏

りから、肥満などの生活習慣病が若い世代にも広まりつつあります。

食生活は、私たちの生活の基礎になるもの。自分の健康を守る食生

活を送るためには、栄養バランスや安全な食品などを、さまざまな観

点から考え、毎日の「食」を選ぶ力を育てる「食育」が大切です。

詳しくは、農林水産省「食育関係」ホームページをご覧ください。

（http://www.maff.go.jp/syokunou/index.html）
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○
た
ば
こ
の
害

た
ば
こ
の
煙
の
中
に
は
４
０
０
０

種
類
の
化
合
物
が
含
ま
れ
、
わ
か
っ

て
い
る
だ
け
で
も
、
発
が
ん
物
質
は

40
種
類
、
発
が
ん
促
進
物
質
は
約
２

０
０
種
類
に
の
ぼ
り
ま
す
。
有
害
物

質
の
主
な
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

タ
ー
ル
…
発
が
ん
物
質
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る

ニ
コ
チ
ン
…
依
存
性
薬
物
。
血
管
を

収
縮
さ
せ
血
圧
を
上
げ
る
。
胃
酸

を
過
剰
に
分
泌
。

一
酸
化
炭
素
…
酸
素
の
２
５
０
倍
の

強
さ
で
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
結
び
つ

く
た
め
、
体
内
が
酸
素
不
足
に
な

る
。
こ
の
他
、
有
害
物
質
が
血
管

を
傷
つ
け
血
液
中
の
善
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
破
壊
し
て
動
脈
硬
化

を
進
め
る
。

た
ば
こ
は
肺
な
ど
の
他
全
身
の
が

ん
、
虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
・
心

筋
梗
塞
）、
脳
血
管
疾
患
、
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
（
肺
気
腫
・
慢
性
気
管
支

炎
）、
歯
周
疾
患
、
皮
膚
の
老
化
、
低

出
生
体
重
児
や
流
・
早
産
な
ど
妊
娠

に
関
連
し
た
異
常
の
危
険
因
子
で
す
。

○
主
流
煙
と
副
流
煙

た
ば
こ
を
一
本
吸
う
の
に
か
か
る

10
分
間
程
度
の
う
ち
、
喫
煙
者
が
主

流
煙
（
フ
ィ
ル
タ
ー
側
か
ら
の
煙
）

を
吸
い
込
む
時
間
は
、
せ
い
ぜ
い
30

秒
ほ
ど
。
し
か
し
ま
わ
り
の
人
は
10

分
間
ず
っ
と
、
主
流
煙
よ
り
も
有
害

物
質
を
多
く
含
む
副
流
煙
を
吸
わ
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
副
流

煙
に
は
主
流
煙
の
３
・
４
倍
の
量
の

タ
ー
ル
、
２
・
８
倍
の
ニ
コ
チ
ン
、

４．

７
倍
の
一
酸
化
炭
素
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
周
囲
の
人
へ
の
健
康

被
害
は
非
常
に
深
刻
で
、
と
く
に
妊

婦
や
乳
幼
児
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
重
大

で
す
。

○
喫
煙
率

欧
米
先
進
国
で
は
、
た
ば
こ
に
よ

る
疾
病
や
死
亡
が
１
９
６
０
年
代
に

既
に
、
現
在
の
日
本
の
状
況
で
あ
り
、

こ
の
頃
よ
り
種
々
の
た
ば
こ
抑
制
策

を
講
じ
た
結
果
、
国
民
の
喫
煙
率
や

一
人
あ
た
り
た
ば
こ
消
費
量
が
低
下

し
た
。
そ
の
成
果
は
最
近
に
な
っ
て

よ
う
や
く
、
男
性
に
お
け
る
た
ば
こ

関
連
疾
患
の
減
少
と
い
う
形
で
現
れ

つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本

で
は
成
人
女
性
の
喫
煙
率
は
先
進
国

の
中
で
は
最
も
低
い
が
男
性
は
極
め

て
高
い
。
未
成
年
者
の
喫
煙
つ
い
て

は
、
１
９
９
６
年
の
未
成
年
者
の
喫

煙
行
動
に
関
す
る
全
国
調
査
（
国
立

公
衆
衛
生
院
）
に
よ
る
と
喫
煙
者
の

割
合
は
、
高
校
三
年
男
子
で
は
25
・

４
％
、
女
子
で
は
７
・
１
％
に
達
し

て
い
る
。
２
０
０
０
年
で
は
高
校
三

年
男
子
は
０
・
５
％
、
女
子
で
は

１
・
１
％
増
え
て
い
る
。
中
学
生
で

は
男
子
は
喫
煙
率
の
低
下
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
が
、
女
子
で
は
不
変
〜
や

や
上
昇
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

成
人
に
つ
い
て
は
平
成
十
三
年
全

国
で
は
男
45
・
９
％
、
女
９
・
９
％
、

県
で
は
男
39
・
０
％
、
女
４
・
２
％

で
あ
っ
た
（
国
・
県
民
栄
養
調
査
）。

武
石
村
で
は
平
成
十
五
年
基
本
健
診

（
集
団
健
康
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）
の
結

果
、
男
34
・
４
％
、
女
３
・
６
％
で

し
た
。
20
〜
39
歳
で
は
男
55
・
６
％
、

女
７
・
８
％
で
、
40
歳
以
上
で
男

31
・
３
％
、
女
２
・
９
％
で
し
た
。

村
も
県
と
同
様
に
男
で
は
三
十
代
が

最
も
高
く
女
で
は
二
十
代
が
最
も
高

く
な
っ
て
い
る
。
平
成
十
四
年
基
本

た
ば
こ
に
つ
い
て

（
そ
の
１
）

健康センター
通信 2月号

保健福祉課
℡85-2067

2月 12日 木 妊婦セミナー① 午後 1:30～ 3:30

16日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30

17日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30  

18日 水 乳児健診 午後 1:15～1:30(受付)

20日 金 妊婦セミナー 午前 9:30～午後 2:00

24日 火 1歳児教室 午前 9:20～9:30(受付)

25日 水 心の健康講演会 午後 1:30～ 3:00

26日 木 1歳6か月児、3歳児健診 午後 1:15～1:30(受付)

27日 金 高齢者料理教室 午前10:00～午後1:00

28日 土 両親学級 午後 1:30～3:30

3月 1日 月 定期健康相談 午前 9:30～午後1:00

2日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30

5日 金 男性料理教室 午前10:00～午後1:00

2月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日

健
診
の
結
果
を
詳
し
く
見
る
と
、
平

均
喫
煙
本
数
は
男
20
本
、
女
13
本
で

あ
り
、
吸
い
始
め
平
均
年
齢
は
男

19
・
７
歳
で
女
は
23
・
１
歳
で
、
二

十
代
か
ら
の
喫
煙
が
男
67
・
４
％
、

女
84
・
６
％
で
あ
っ
た
。
吸
っ
て
い

た
が
や
め
た
と
い
う
人
は
男
35
・

２
％
、
女
３
・
６
％
で
あ
っ
た
。

○
禁
煙
の
効
果

（
ア
メ
リ
カ
肺
が
ん
協
会
の
デ
ー
タ
よ
り
）

禁
煙
し
て
二
十
分
で
血
圧
が
正
常

に
。
八
時
間
で
血
液
中
の
酸
素
濃

度
上
昇
。
二
十
四
時
間
で
心
筋
梗

塞
の
リ
ス
ク
低
減
。
四
十
八
時
間

で
味
覚
、
嗅
覚
回
復
。
七
十
二
時

間
で
肺
機
能
回
復
。
二
週
間
〜
三

ヶ
月
で
循
環
機
能
改
善
、
運
動
機

能
改
善
。
一
〜
九
ヵ
月
で
咳
、
痰

が
消
え
る
。
息
切
れ
が
な
く
な
る
。

呼
吸
器
感
染
症
減
少
。
五
年
で
肺

が
ん
の
死
亡
率
減
少
（
喫
煙
者
の

二
分
の
一
）
。
十
年
で
肺
が
ん
の

死
亡
率
減
少
（
喫
煙
者
の
十
分
の

一
）
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や
す
ら
ぎ
を
利
用
者
さ
れ
て
い
る

76
人
の
み
な
さ
ん
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん
も
加
わ
っ
て
忘
年
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福祉の村づくりをめざして 福祉の村づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

や
す
ら
ぎ
忘
年
会

お
弁
当
の
宅
配

◇
期
日
　
2
月
8
日（
日
）

18
日（
水
）

28
日（
土
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場
所
　
丸
子
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
期
日
　
2
月
9
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
丸
山

◇
期
日
　
2
月
4
日（
水
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
信
濃
補
聴
器

◇
期
日
　
2
月
19
日（
木
）

◇
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

結
婚
相
談
日

心
配
ご
と
相
談
日

補
聴
器
相
談
日

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

経
　
費
　
節
　
減

〜
電
気
や
燃
料
か
ら
は
じ
め
よ
う
〜

た
。照

明
は
休
み
時
間
は
消
す
。

必
要
の
な
い
照
明
は
つ
け
な
い
。

暖
房
は
な
る
べ
く
朝
の
う
ち
だ
け

と
し
、気
温
が
あ
が
っ
た
ら
切
る
。

ト
イ
レ
便
座
の
温
度
調
節
を
低
め

に
設
定
す
る
。
自
動
車
の
ア
イ
ド

リ
ン
グ
は
必
要
以
上
に
行
わ
な

い
。
暖
房
や
電
気
器
具
の
点
検
整

備
を
行
う
。
な
ど
で
す
。

「
ふ
れ
あ
い
」
は
高
齢
者
や

障
害
者
の
み
な
さ
ん
が
多
い
の
で

無
理
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
当
た
り

前
の
こ
と
か
ら
節
約
を
は
じ
め
、

施
設
全
体
の
経
費
節
減
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

寒
い
日
が
続
く
中
、
仕
事
場

に
暖
か
さ
を
運
ん
で
く
れ
る
の
は

石
油
ス
ト
ー
ブ
で
す
が
、
今
月
は

そ
の
燃
料
を
節
約
す
る
お
話
で

す
。行

政
改
革
を
持
ち
出
す
ま
で

も
な
く
、
職
場
の
経
費
節
減
は
ど

の
事
業
所
も
大
切
な
課
題
で
す
が

「
ふ
れ
あ
い
」
で
は
あ
る
作
業
員

の
提
案
を
元
に
電
気
と
燃
料
の
節

約
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。「
景

気
が
悪
く
良
い
仕
事
が
少
な
い
中

で
、
賃
金
の
増
額
も
期
待
で
き
ず

み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
こ
の

危
機
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
電
気

や
暖
房
を
こ
ま
め
に
消
す
な
ど
し

て
無
駄
を
省
き
節
約
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。」
互
助
会
の
集
ま
り
の

あ
と
に
作
業
員
の
方
に
呼
び
止
め

ら
れ
て
こ
の
よ
う
な
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
役
場
の

平
成
十
六
年
度
予
算
編
成
会
議
で

も
無
駄
を
な
く
し
経
費
の
削
減
に

努
め
る
よ
う
申
し
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
電
気

や
燃
料
の
節
約
案
を
つ
く
り
ま
し

十
二
月
十
九
日
、
独
り
暮
ら
し
の

70
歳
以
上
の
方
と
二
人
暮
ら
し
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に
、

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
一
足
早
い
お

正
月
料
理
を
届
け
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
お
昼
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

千
草
会
の
み
な
さ
ん
。
た
く
さ
ん
の
踊
り

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
務
局
長
も
飛
び
入
り
し
た
職
員
芸

千
草
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
舞
踊

や
利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ラ
オ
ケ
、

さ
ら
に
は
、
職
員
の
一
芸
も
飛
び
出

し
て
、
和
や
か
な
忘
年
会
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
帰
り
に
は
、
一
人
ひ
と

り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
楽
し
い

一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
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問

合
併
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る
な

か
で
、
合
併
す
る
、
し
な
い
に
関
わ

ら
ず
、
行
財
政
改
革
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
具
体
的
に

目
に
見
え
る
行
財
政
改
革
に
取
り
組

む
考
え
は
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答

今
ま
で
必
要
が
あ
っ
て
行
っ
て

き
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
す
の
で
、
な

か
な
か
削
減
は
難
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
合
意
を
得
な

が
ら
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

当
面
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
人
件

費
の
削
減
で
す
が
、
公
務
員
は
こ
の

数
年
毎
年
人
勧
に
よ
り
減
額
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
削
減
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
退
職
者
が
あ

っ
て
も
採
用
し
な
い
な
ど
の
対
応
、

合
わ
せ
て
今
、
補
助
金
検
討
委
員
会

で
補
助
金
の
見
直
し
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
事

で
当
面
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

新
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
ど
の
よ
う

な
方
針
で
進
め
ら
れ
る
の
か
、
基
本

的
、
具
体
的
事
項
に
つ
い
て
村
長
の

お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

経
常
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

切
り
詰
め
る
だ
け
切
り
詰
め
、
投
資

的
経
費
、
政
策
的
経
費
に
つ
き
ま
し

て
も
優
先
順
位
を
つ
け
て
計
上
し
、

来
年
度
に
行
う
べ
き
事
業
の
検
討
に

入
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

総
額
は
、
二
十
五
億
円
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
は
過
疎
債

の
発
行
で
き
る
最
終
年
度
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
投
資
的
経
費
も
含
め
て

二
十
六
億
円
位
に
な
る
も
の
と
予
測

さ
れ
ま
す
。

問

武
石
村
行
政
改
革
大
綱
の
見
直

し
を
最
近
さ
れ
て
い
る
の
か
。
又
今

後
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い

て
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

行
政
改
革
の
委
員
会
の
答
申
に

よ
り
機
構
改
革
を
行
い
、
管
理
職
を

減
ら
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
外
部

委
託
に
つ
き
ま
し
て
は
検
討
し
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
幾
つ
か
の
事
業
が

終
了
し
た
た
め
、
当
面
そ
の
職
員
で

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
ま
し

て
は
、
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
検
討
致
し
ま

す
。

問

た
け
し
男
女
共
同
参
画
行
動
計

画
が
策
定
さ
れ
、
各
戸
に
配
布
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
計
画
書
に
掲
げ

ら
れ
た
目
標
を
い
か
に
実
践
し
て
行

く
か
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
計
画
書

が
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
行
政
と
し
て
の
取
り
組
み

を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
政
策
決
定
等
へ
の
参
画
の

促
進
の
中
で
、
女
性
委
員
比
率
ゼ
ロ

の
審
議
会
、
委
員
会
等
に
つ
い
て
積

極
的
な
登
用
を
進
め
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
具
体
的
な
審
議
会
、
委
員

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
伺
い
致
し
ま

す
。

答

旧
態
依
然
と
し
た
習
慣
や
性
別

役
割
分
担
意
識
、
男
女
間
の
暴
力
の

問
題
解
消
に
当
っ
て
の
基
本
は
、
住

民
の
意
識
改
革
に
あ
る
訳
で
、
同
和

問
題
と
同
様
一
朝
一
夕
で
解
決
で
き

る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
動
計

画
書
の
全
戸
配
布
も
村
民
の
皆
さ
ん

深
刻
な
問
題
も
多
発
し
て
い
る
現
状

の
中
で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の

様
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
か
大
沢

委
員
長
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

答

少
人
数
学
習
や
、
習
熟
度
別
授

業
の
推
進
な
ど
、
児
童
一
人
ひ
と
り

の
差
異
や
特
性
に
応
じ
、
子
ど
も
達

の
良
さ
を
見
出
し
、
そ
の
能
力
や
適

　
今
回
は
七
人
が
登
壇
し
、
行
政

改
革
や
教
育
等
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。 

一 

般 

質 

問 ﹇
通
告
順
﹈ 

▽
行
財
政
改
革
と

新
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

▽
た
け
し
男
女
共
同
参
画

行
動
計
画
に
つ
い
て

鬼
頭
　
寿
議
員

問

完
全
学
校
五
日
制
実
施
・
学
習

指
導
要
領
、
及
び
総
合
的
な
学
習
の

時
間
の
指
導
等
大
き
な
教
育
改
革
が

行
わ
れ
、
自
ら
考
え
主
体
的
に
判
断

し
、
よ
り
よ
い
問
題
を
解
き
、
資
質

や
能
力
を
育
て
る
と
い
う
中
で
、
い

ぜ
ん
と
し
て
不
登
校
児
童
生
徒
の
増

加
、
校
内
暴
力
、
特
に
近
年
青
少
年

が
関
わ
る
凶
悪
な
犯
罪
の
増
加
等
、

や
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
よ
り

深
め
て
頂
き
た
く
配
布
し
ま
し
た
。

今
後
、
小
冊
子
の
配
布
、
講
演
会
等

に
よ
る
情
報
の
提
供
、
学
校
に
お
い

て
は
、
既
に
混
合
名
簿
に
す
る
な
ど

の
教
育
活
動
や
学
習
活
動
、
企
業
内

等
で
の
教
育
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

取
り
組
む
と
共
に
、
相
談
体
制
の
整

備
に
関
し
て
も
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
女
性
の
公
職
へ
の
登
用
の

関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
審
議
会
等

に
大
分
参
画
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
で
き
る
だ
け
女
性
を
登
用
さ

せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▽
教
育
委
員
会
の
方
針
に
つ
い
て

▽
松
く
い
虫
対
策
に
つ
い
て

金
子
　
保
議
員
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【
総
務
費
】

小
沢
根
公
民
館
の
下
水
道
工
事
費

と
若
者
等
定
住
促
進
住
宅
新
築
等
補

助
金
を
中
心
に
二
千
六
百
三
十
九
万

円
余
を
増
額
し
ま
し
た
。

【
民
生
費
】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

と
児
童
手
当
給
付
事
業
の
扶
助
費
を

中
心
に
一
千
三
百
五
十
一
万
円
を
増

額
し
ま
し
た
。

【
衛
生
費
】

保
健
衛
生
一
般
職
員
人
件
費
で
十

八
万
八
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

【
農
林
水
産
業
費
】

農
政
一
般
職
員
の
人
件
費
か
ら
百

二
十
一
万
円
余
を
減
額
し
ま
し
た
。

【
商
工
費
】

雲
渓
荘
客
室
他
改
修
の
工
事
費
を

中
心
に
二
千
九
百
七
十
五
万
円
余
を

増
額
し
ま
し
た
。

【
土
木
費
】

公
営
住
宅
フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事
費

と
し
て
九
十
八
万
円
余
を
増
額
し
ま

し
た
。

【
教
育
費
】

小
学
校
一
般
職
員
人
件
費
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
性
化
事
業
に
伴
う
備

品
購
入
費
を
中
心
に
三
百
八
十
万
円

余
を
増
額
し
ま
し
た
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

被
保
険
者
の
療
養
給
付
費
と
高
額

療
養
費
を
中
心
に
二
千
四
十
八
万
円

余
を
増
額
し
ま
し
た
。

【
老
人
保
健
特
別
会
計
】

医
療
費
支
給
事
業
で
百
十
万
円
を
増

額
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
五
年
度
武
石
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

衆
議
院
議
員
選
挙
費
と
し
て
四
百

七
十
七
万
円
を
増
額
補
正
。

●
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
率
が
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

特
別
職
で
常
勤
職
員
の
期
末
手
当

の
支
給
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

俸
給
並
び
に
期
末
手
当
等
が
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員

の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員

の
住
居
手
当
の
基
準
が
一
部
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

●
武
石
村
若
者
等
定
住
促
進
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
件
を
満
た
し
た
住
宅
の
新
築
、

新
築
建
売
住
宅
の
取
得
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
二
百
万
円
の
補
助
で
し

た
が
百
万
円
に
、
ま
た
既
存
住
宅

の
取
得
に
対
し
て
百
万
円
の
補
助

が
五
十
万
円
に
と
補
助
金
の
額
が

減
額
さ
れ
ま
し
た
。（
な
お
、
今

年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
補
助

金
交
付
申
請
が
な
さ
れ
、
住
宅
の

新
築
等
に
着
手
し
て
い
る
場
合

は
、
従
前
の
例
に
よ
り
ま
す
。）

●
上
田
地
域
広
域
連
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

東
部
町
が
北
御
牧
村
と
の
合
併
が

決
定
し
て
い
る
た
め
、
規
約
中
の

東
部
町
を
東
御
市
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

●
長
野
県
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

東
部
町
と
北
御
牧
村
と
の
合
併
が

決
定
し
て
い
る
た
め
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
北
御
牧
村
と
東

部
町
の
脱
退
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

●
小
県
郡
行
政
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
構
成
及

び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

東
部
町
が
北
御
牧
村
と
の
合
併
が

決
定
し
て
い
る
た
め
、
規
約
中
の

東
部
町
を
東
御
市
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

●
長
野
県
市
町
村
自
治
振
興
組
合

を
組
織
市
町
村
数
増
減
に
つ
い
て

東
部
町
が
北
御
牧
村
と
の
合
併
が

決
定
し
て
い
る
た
め
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
北
御
牧
村
と
東

部
町
が
脱
退
し
、
東
御
市
が
加
入

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
東
信
交
通
災
害
共
済
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
構
成

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

東
部
町
と
北
御
牧
村
と
の
合
併
が

決
定
し
て
い
る
た
め
、
北
御
牧
村
と

東
部
町
が
脱
退
し
、
東
御
市
が
加

入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

12月定例
村議会

一
般
会
計
7，
3
4
2
万
円
を
増
額

予
算
総
額
31
億
8，
4
1
5
万
円

●
●
●
●
●
●
●
●
●

予
算
の
補
正

一
般
会
計

特
別
会
計

●
●
●
●
●
●
●
●
●

専
決
処
分

●
●
●
●
●
●
●
●
●

条
例
の
一
部
改
正
ほ
か

十
二
月
定
例
村
議
会
が
、
十
二
月
十
一
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
八
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案
を
は
じ
め
、

条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
二
十
一
案
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
は
こ
の
定
例
会
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保育園で行われたどんど焼き
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問

総
務
省
は
十
月
合
併
後
の
地
域

自
治
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、「
行

政
区
タ
イ
プ
」
と
「
特
別
区
タ
イ
プ
」

を
示
し
、
特
別
区
タ
イ
プ
の
設
置
期

間
は
、
十
年
に
限
る
と
い
う
法
律
改

正
を
来
年
の
国
会
に
上
程
す
る
と
い

う
が
、
合
併
協
議
が
さ
れ
て
い
る

「
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
」
が
特
別
区
タ

イ
プ
と
す
る
と
、
移
転
財
源
で
賄
う

と
云
わ
れ
て
い
た
病
院
や
中
学
校
に

当
て
る
財
源
を
期
限
付
で
失
う
事
に

な
る
が
、
そ
の
後
の
対
応
を
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答

現
在
、
四
市
町
村
で
合
併
協
議

さ
れ
て
い
る
「
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
」

は
、「
行
政
区
タ
イ
プ
」
で
す
。
ま
た
、

依
田
窪
病
院
や
中
学
校
組
合
な
ど
の

一
部
事
務
組
合
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

新
市
で
加
入
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に

割
り
当
て
ら
れ
た
予
算
の
中
で
負
担

し
て
い
く
と
い
う
話
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
特
別
区
タ

イ
プ
で
法
人
格
が
あ
る
と
、
そ
の
間

は
財
産
が
も
て
る
な
ど
違
い
が
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
良
く
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

問

我
が
村
の
最
大
の
資
源
、
山
を

生
か
す
事
が
こ
の
村
の
発
展
に
繋
が

っ
て
行
く
事
に
な
る
と
思
う
が
村
は

こ
の
山
の
活
用
に
対
し
て
は
ど
の
様

な
考
え
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
お
伺

い
し
ま
す
。

答

治
山
、
水
源
涵
養
な
ど
の
観
点

か
ら
、
補
助
事
業
に
よ
り
間
伐
な
ど

の
整
備
、
又
松
茸
山
に
つ
き
ま
し
て

も
根
切
り
を
中
心
と
し
た
整
備
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
面

で
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
具
体

的
な
方
向
性
が
見
出
せ
な
い
状
況
で

い
ま
す
。

問

本
年
は
シ
ラ
ガ
タ
ロ
ウ
や
マ
イ

マ
イ
ガ
等
の
発
生
が
多
か
っ
た
訳
で

す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
駆
除
隊
を
設

け
て
対
応
さ
れ
た
事
は
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
思
う
事
は
、
依
頼
者
に

応
分
の
費
用
負
担
は
当
然
と
思
わ
せ

る
意
識
の
改
革
が
必
要
と
思
う
が
、

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答

駆
除
は
各
農
家
個
人
で
対
応
し

て
い
た
だ
く
の
が
原
則
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
個
人
で
対
応
の
出
来

な
い
高
い
木
や
、
近
所
の
方
か
ら
の

申
し
出
に
よ
り
実
施
し
た
例
も
あ
り

ま
す
が
、
費
用
に
つ
い
て
は
検
討
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

本
年
敬
老
会
に
お
招
き
頂
き
感

じ
ま
し
た
が
、
地
元
の
人
の
芸
能
も

披
露
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。
地

元
の
各
種
団
体
の
発
表
の
場
と
し
て

依
頼
し
た
ら
ど
う
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答

敬
老
会
で
の
催
し
も
の
は
、
毎

年
趣
向
を
こ
ら
せ
て
い
ま
す
が
、
近

年
参
加
者
が
減
少
気
味
で
す
の
で
、

今
後
の
敬
老
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
ご
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

問

自
治
を
問
い
直
す
と
い
う
「
い

い
や
ま
哲
学
塾
」
や
、「
信
州
ま
ち
、

村
、
解
体
新
書
塾
」
な
ど
が
開
催
さ

れ
て
、
地
域
づ
く
り
を
本
気
で
考
え

て
行
動
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。

社
会
の
営
み
を
も
う
一
度
原
点
に
変

え
て
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
す
ば
ら

し
い
事
と
思
う
。
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
自
立
し
た
地
域
を
つ
く
れ
る
の
か
、

自
ら
行
動
す
る
人
材
の
発
掘
、
育
成

が
出
来
る
の
か
。
住
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
仕
組
み
づ
く

り
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
市
町
村
合

併
も
考
え
て
、
そ
こ
に
は
多
彩
な
試

み
も
で
き
る
福
祉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
自
治
区
づ
く
り
を
、
わ
が
村
で

も
う
一
度
、
新
た
な
色
付
け
を
し
て

も
い
い
の
で
は
。
合
併
に
よ
り
、
福

祉
の
村
づ
く
り
は
ど
う
な
る
の
か
お

伺
い
し
ま
す
。

答

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は
、

お
お
せ
の
と
お
り
住
民
の
皆
さ
ん
に

も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
進
め
て

い
く
こ
と
が
良
い
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
。

福
祉
と
し
て
も
以
前
と
は
形
態
が

変
っ
て
き
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
老
人
福
祉
も
措
置
費

か
ら
介
護
保
険
と
変
っ
た
な
か
で
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
し
て
行
政
が
負

担
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
介
護
保
険
の
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
保
険

料
の
不
足
分
を
三
か
町
村
で
負
担
を

し
、
保
険
料
を
低
い
レ
ベ
ル
に
抑
え

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
今
す
で
に
パ
ン
ク
し
そ

う
だ
と
い
う
こ
と
で
、
後
二
年
こ
の

ま
ま
で
や
る
と
非
常
に
大
き
な
赤
字

に
な
り
そ
う
で
す
。
行
政
で
ど
の
く

ら
い
負
担
で
き
る
か
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
例
え
ば
上
田
中
心
に

合
併
が
で
き
た
場
合
は
、
そ
の
よ
う

な
負
担
は
行
わ
な
く
て
も
介
護
保
険

料
だ
け
で
賄
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

問

物
を
つ
く
っ
て
生
き
る
、
古
代

か
ら
の
生
活
の
原
点
に
光
を
あ
て
た

新
し
い
発
想
で
、
持
っ
て
い
る
力
を

出
し
合
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
個
々
の
努
力
を
結
集
し
た

新
た
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

丸
子
、
武
石
、
長
門
、
和
田
と
の

関
連
で
仕
事
起
こ
し
や
、
個
々
の
知

▽
総
務
省
の「
地
域
自
治
組
織
」の
あ
り
方

の
変
更
に
伴
う
村
の
対
応
に
つ
い
て

▽
山
の
活
用
に
つ
い
て

▽
害
虫
の
駆
除
及
び

外
来
雑
草
の
退
治
に
つ
い
て

▽
敬
老
会
に
つ
い
て

宮
原
　
文
男
議
員

▽
今
、
住
民
と
自
治
を
問
い
直
す
時

▽
地
域
経
済
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

新
井
　
繁
雄
議
員

昨年の敬老会
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性
を
伸
ば
し
、
学
ぶ
こ
と
の
喜
び
を

感
じ
、
そ
の
可
能
性
を
引
き
出
す
こ

と
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
個
々
に
応
じ
た
指
導
、

い
わ
ゆ
る
得
意
な
こ
と
を
見
つ
け
出

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
子
供
た
ち
が
支

え
ら
れ
る
教
育
の
推
進
。
学
校
外
の

学
習
の
場
や
体
験
学
習
の
充
実
、
又

学
力
低
下
論
に
対
応
し
た
基
礎
・
基

本
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
の
少

人
数
学
習
の
充
実
等
を
定
着
さ
せ
る

べ
く
、
校
長
を
は
じ
め
教
職
員
に
対

し
積
極
的
に
支
援
し
た
い
と
考
え
、

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

生
徒
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

ど
も
達
の
問
題
行
動
の
未
然
防
止
の

上
か
ら
、
教
職
員
の
共
通
理
解
の
も

と
、
わ
か
る
授
業
と
楽
し
い
学
校
の

実
現
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
心
の
教
育
を
さ
ら
に

推
し
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

近
年
当
村
で
も
松
く
い
虫
の
被

害
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
様
に
な
り

ま
し
た
が
、
被
害
状
況
と
今
後
の
対

応
と
、
薬
剤
の
空
中
散
布
に
よ
る
環

境
問
題
に
つ
い
て
お
伺
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
合
併
を
想
定
し
た
場
合
の

松
茸
山
を
含
む
村
有
林
の
財
産
区
の

設
置
に
つ
い
て
の
行
政
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答

平
成
十
一
年
六
月
に
沖
で
確
認

さ
れ
て
以
来
、
現
在
で
は
小
寺
尾
の

一
部
で
確
認
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
、

伐
倒
駆
除
量
も
平
成
十
二
年
度
よ
り

九→

三
十
八→

百
十
二→

百
七
十
立

方
メ
ー
ト
ル
と
年
々
増
加
し
て
お
り

ま
す
。

今
後
、
補
助
金
の
削
減
に
よ
り
、

予
算
的
に
も
伐
倒
駆
除
と
空
中
散
布

を
実
施
で
き
る
か
不
透
明
で
す
が
、

で
き
る
限
り
駆
除
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

空
中
散
布
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人

畜
に
対
す
る
安
全
性
の
高
い
ス
ミ
パ

イ
ン
Ｍ
Ｅ
Ｐ
八
十
％
乳
剤
を
使
用
し

て
お
り
、
主
成
分
の
ス
ミ
チ
オ
ン
は
、

光
、
微
生
物
や
熱
に
よ
り
速
や
か
に

分
解
さ
れ
る
た
め
、
自
然
環
境
に
対

す
る
影
響
は
極
め
て
少
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

財
産
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
検
討
す

り
毎
年
減
額
と
な
っ
て
お
り
、
生
活

給
で
も
あ
り
ま
す
の
で
削
減
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
の
財
政
事

情
か
ら
す
る
に
、
特
別
職
や
他
の
委

員
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
別
職

等
報
酬
審
議
会
で
審
議
し
て
い
た
だ

き
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

十
四
、
十
五
年
は
職
員
数
七
十

五
名
、
臨
時
職
員
を
正
職
員
に
し
、

十
三
年
度
よ
り
三
名
の
増
、
定
年
退

職
者
も
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
件

費
の
削
減
の
努
力
が
見
ら
れ
な
い
が
、

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

更
に
、
臨
時
職
員
も
公
募
で
な
く
、

管
理
者
の
都
合
で
採
用
し
て
い
る
と

思
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
。
住
民
に
ど

う
説
明
す
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

答

平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
は
公

募
し
採
用
し
た
職
員
も
い
ま
す
が
、

臨
時
職
員
か
ら
正
職
員
に
し
た
職
員

は
い
ず
れ
も
専
門
職
員
で
、
一
年
か

ら
数
年
の
臨
時
職
員
の
期
間
が
あ
り
、

業
務
成
績
も
勤
務
状
態
も
よ
い
と
い

う
こ
と
で
、
正
職
員
と
し
て
採
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問

職
員
の
奉
仕
の
意
識
、
又
職
員

に
対
す
る
住
民
の
見
方
は
ど
う
で
あ

る
の
か
、
お
聞
き
し
た
い
。

答

職
員
は
常
に
全
体
の
奉
仕
者
と

し
て
職
務
に
専
念
し
て
い
ま
す
が
、

現
況
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
状
況
に

お
い
て
は
、
何
か
と
批
判
の
矢
面
に

立
た
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
職
員
の
中
に
は
公

務
員
と
し
て
の
資
質
や
モ
ラ
ル
が
悪

い
と
い
う
者
は
い
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

最
近
、
住
民
か
ら
親
切
で
気
持
の

良
い
接
客
を
受
け
た
と
電
話
や
ハ
ガ

キ
を
頂
き
、
嬉
し
く
感
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。

問

庁
舎
内
の
清
掃
は
委
託
で
な
く

職
員
で
。
通
知
等
の
配
達
は
職
員
で
。

昼
食
時
の
来
庁
者
の
対
応
は
課
毎
一

人
で
な
く
、
課
長
も
庁
舎
内
に
い
る

よ
う
な
考
え
方
が
、
住
民
を
思
う
サ

ー
ビ
ス
の
一
つ
で
あ
り
、
職
員
の
意

識
の
変
革
に
も
繋
が
る
と
思
う
が
考

え
を
お
聞
き
し
た
い
。

答

清
掃
に
つ
き
ま
し
て
は
業
者
に

委
託
を
し
て
い
て
大
変
き
れ
い
で
す

け
れ
ど
、
職
員
で
行
え
な
い
か
と
場

内
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
文
書
の
配
布
に
つ
き
ま
し

て
も
経
費
の
削
減
に
繋
が
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

課
長
職
も
昼
食
は
庁
舎
内
で
と
る

よ
う
に
検
討
し
た
い
。

問

人
件
費
の
割
合
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
人
勧
に
よ
る
削
減
の

み
で
な
く
、
他
に
も
考
え
て
い
る
の

か
お
聞
き
し
た
い
。

答

職
員
給
与
に
つ
き
ま
し
て
は
、

他
町
村
と
比
べ
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
こ
の
五
年
間
人
事
院
勧
告
に
よ

▽
行
財
政
に
つ
い
て

▽
役
場
職
員
の
資
質
の
向
上
と

意
識
の
変
革
に
つ
い
て

小
池
　
文
男
議
員

る
中
で
、
財
産
区
を
設
置
す
る
こ
と

が
よ
い
か
ど
う
か
を
決
定
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
タ
ン
ク
へ
薬
剤
を
注
入
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し
ま
す
。

答

計
画
で
は
、
体
育
館
と
プ
ー
ル

の
改
築
等
で
建
設
費
は
約
五
億
五
千

万
円
か
か
る
と
の
こ
と
で
す
。
来
年

度
国
の
補
助
金
が
付
け
ば
過
疎
債
等

も
充
当
で
き
る
た
め
、
建
設
が
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
補
助
金
と
南
中
で

今
ま
で
積
立
て
た
基
金
で
二
億
五
千

万
円
、
残
り
の
三
億
円
の
二
分
の
一
、

一
億
五
千
万
円
を
武
石
村
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一
億
円
を

過
疎
債
、
五
千
万
円
を
一
般
財
源
で

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
来
年

度
補
助
金
が
付
か
な
か
っ
た
場
合
は
、

過
疎
債
に
代
っ
て
義
務
教
育
債
や
合

併
特
例
債
が
使
え
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
翌
年
度
以
降
に
繰
延
べ
す
る
こ

と
も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

あなたのご質問に 
市町村長が直接お答えします…。 

を開催します。 
合併リレーシンポジウム 合併リレーシンポジウム 合併リレーシンポジウム 

合併に賛成な人、反対の人、別の枠組みを望む人… 
それぞれの考えを持つみなさんと４市町村長が語り合います。 
みんなで参加し、地域の将来について語り合いましょう。 

☆テーマ：本気で話そう　～市町村合併と自立を考える～ 

☆出席者：住民代表、上田市長、丸子町長、真田町長、武石村長 

☆開催内容 

　【第1部】住民代表及び４市町村長がそれぞれの考え方、意見、疑問を示します。 

　【第2部】４市町村長が第１部で出された意見疑問にお答えします。 

　　　　　 また、会場参加者からの意見疑問にもお答えします。 

�開催地 �期日 �時間 �場所 

武石村 2月 8 日（日） 午後2時から 武石村中央公民館 

丸子町 2月14日（土） 午後1時30分から 丸子町セレスホール 

真田町 2月15日（日） 午後1時30分から 真田町文化会館 

 主催        ●上田市・真田町・丸子町・武石村任意合併協議会 

 共催        ●上田市・真田町・丸子町・武石村及び各市町村議会 

依田窪南部中学校の体育館とプール
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問

結
婚
適
齢
期
を
向
え
た
若
者
が

結
婚
を
し
た
く
て
も
出
来
な
い
者
、

又
、
し
た
く
な
い
者
等
、
最
近
の
社
会

が
抱
え
る
重
大
な
問
題
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
の
こ
と
が
遠
因
と
な
り
少
子

化
も
起
こ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
村
で
も
色
々
と
施
策
を

講
じ
て
お
ら
れ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
良
い
結
果
が
出
て
い
な
い

の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
の
状
況
と
内
容
、
今
現
在
行
っ

て
い
る
施
策
と
考
え
等
を
伺
い
ま
す
。

答

現
在
五
名
の
方
が
結
婚
相
談
委

員
と
し
て
ご
苦
労
頂
い
て
い
ま
す
。

活
動
の
内
容
は
毎
月
八
の
付
く
日
に

丸
子
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
相
談
日
に

一
名
、
月
一
回
の
小
県
の
情
報
交
換

に
二
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
依
田

窪
全
体
で
年
間
二
〜
三
件
の
成
立
が

あ
る
程
度
で
す
。

ま
た
、上
田
地
域
広
域
連
合
が
事
務

局
と
な
り
、独
身
男
女
交
流
会
が
年
二

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

工
夫
を
し
て
行
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

何
か
成
果
の
あ
が
る
方
法
が
あ
れ
ば

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

村
民
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
環
境

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
と
こ

ろ
で
す
が
、
最
近
廃
業
し
た
工
場
跡

地
に
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
が
移
転

す
る
ら
し
い
と
の
情
報
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
地
籍
は
村
内
と
隣
接
す
る

場
所
で
あ
り
ま
す
が
、
武
石
村
に
と

っ
て
も
非
常
に
関
係
あ
る
場
所
だ
と

思
い
ま
す
。
又
今
春
に
は
白
装
束
の

集
団
が
美
ヶ
原
方
面
に
向
か
っ
て
い

る
と
の
連
絡
が
あ
り
、
村
で
も
対
応

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で

以
上
の
様
な
場
合
の
対
策
と
連
携
等

の
施
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答

産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
法
で
詳
細
な
基
準
が

あ
り
、
許
可
申
請
に
は
地
元
の
同
意

が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
村
外
の
地

籍
に
つ
き
ま
し
て
は
、
規
制
、
指
導

等
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
情
報

等
は
住
民
に
流
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
白
装
束
等
に
つ
い
て
の
対

応
で
す
が
、
警
察
等
か
ら
情
報
を
得

る
中
で
、
行
政
と
し
て
実
施
で
き
る

こ
と
は
何
か
を
念
頭
に
入
れ
、
管
理

権
を
持
つ
村
道
の
通
行
止
め
、
私
有

地
に
お
け
る
撤
退
命
令
の
協
力
、
消

防
団
・
一
般
住
民
へ
の
協
力
依
頼
に

よ
る
人
海
作
戦
等
に
よ
り
対
応
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

問

今
年
三
月
、
中
央
教
育
審
議
会

は
「
郷
土
や
国
を
愛
す
る
心
」
と
い

う
理
念
を
明
文
化
し
た
、
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法
の
最

終
答
申
を
文
部
科
学
省
に
提
出
し
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
武
石
村
で
は
、
六

月
定
例
議
会
に
於
い
て
、
こ
の
答
申

に
反
対
す
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
武
石
小

学
校
の
教
育
理
念
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

答

個
の
実
現
と
創
造
性
、
自
己
の

能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
に
よ

り
、
人
格
の
完
成
を
目
指
す
こ
と
が

教
育
で
あ
り
、
公
共
の
精
神
、
道
徳

心
、
更
に
は
伝
統
文
化
の
尊
重
、
郷

土
や
国
を
愛
す
る
心
の
育
成
に
よ
り
、

人
間
形
成
を
図
る
こ
と
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
校
外
に
お
け
る
学
習

活
動
や
各
種
の
体
験
活
動
を
重
視
し
、

児
童
同
士
、
児
童
と
教
師
の
人
間
的

つ
な
が
り
を
深
め
、
確
か
な
学
力
や

創
造
力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
育
成

す
る
と
と
も
に
、
人
間
性
を
培
う
こ

と
を
基
本
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

問

「
ゆ
と
り
教
育
」
が
、
か
え
っ

て
逆
効
果
と
の
声
が
あ
り
、
又
「
教

育
に
は
金
を
か
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
い
う
、
い
わ
ば
社
会
通
念
が

あ
り
ま
す
が
、
金
さ
え
か
け
れ
ば
、

教
育
は
よ
い
結
果
に
な
る
の
か
、
教

育
長
の
見
解
を
お
伺
い
致
し
ま
す
。

答

私
は
そ
う
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
教
育
行
政
と
い
う
も
の
は
、
学

校
、
家
庭
、
行
政
の
最
善
の
努
力
に

よ
っ
て
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
教

育
効
果
を
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
教
育
の
機
会
均
等
等
の

上
か
ら
、
最
低
基
準
の
教
材
の
確
保

や
、
教
育
の
不
均
衡
を
生
じ
な
い
よ

う
村
費
教
員
を
採
用
し
た
り
、
優
秀

な
教
員
を
確
保
す
る
た
め
の
研
修
の

場
を
設
け
る
な
ど
、
最
低
の
基
準
の

整
備
は
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

問

本
年
十
一
月
、
南
中
議
会
に
於

い
て
体
育
館
建
設
計
画
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
巨
額
な
建
設
資
金
の
財
源

確
保
は
ど
う
す
る
の
か
、
お
伺
い
致

識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
こ
と
は

で
き
な
い
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答

現
在
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的

な
仕
事
の
一
部
は
、
広
域
行
政
の
中

あ
る
い
は
町
村
会
の
調
整
の
中
で
検

討
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
依
田

窪
地
域
で
の
地
域
経
済
の
情
報
提
供

な
ど
に
つ
い
て
、
今
ま
で
行
政
と
し

て
や
っ
て
い
な
い
部
門
に
つ
い
て
、

個
々
具
体
的
に
ご
提
案
を
頂
け
れ
ば

実
現
可
能
な
部
門
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
域
機
関
へ
の
提
案
や
関
係
町
村
等

と
協
議
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
結
婚
問
題
に
つ
い
て

▽
産
業
廃
棄
物
処
分
場
、
白
装
束
集

団
等
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て

松
久
　
晃
議
員

▽
学
校
教
育
に
つ
い
て

木
下
　
文
雄
議
員

子どもたちの明るい未来のためにも…。
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〜
風
　
花
〜

風
花
と
聞
い
て
花
吹
雪
の
こ
と
と

思
う
方
も
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

季
語
と
し
て
の
読
み
方
は
「
か
ざ
は

な
」
と
読
み
ま
す
。

あ
ま
り
耳
に
し
な
い
言
葉
で
す

が
、
風
花
は
「
雪
」
を
表
現
す
る
言

葉
の
一
つ
で
す
。

晴
れ
て
い
る
の
に
ひ
ら
ひ
ら
と
舞

っ
て
く
る
雪
の
こ
と
。

風
花
を
見
て
喜
ん
だ
幼
い
子
ど
も

が
手
に
取
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、

そ
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。

た
と
え
て
言
え
ば
、
そ
れ
く
ら
い

軽
い
雪
の
こ
と
を
指
す
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
な
ぜ
晴
天
な
の
に
雪
が

降
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
遠
い
山
に
積
も
っ
た
雪

の
破
片
が
風
に
よ
っ
て
山
を
超
え
て

風
下
に
降
る
と
い
う
よ
り
、
散
っ
て

く
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

＊年齢の起算日　第1回　平成16年7月1日
第2回　平成16年12月18日

▽試験日 第1回 4月17日(土)～19日(月)のうちの1日
第2回 10月23日(土)～25日(月)のうちの1日

▽試験場 【一般】松本駐屯地
【技能】朝霞駐屯地

▽試験種目 ・筆記試験・口述試験
・適性検査・身体検査

▽待遇等 非常勤の特別国家公務員
（教育訓練招集手当は、日額7,900円）

▽教育訓練【一般】50日／3年以内
【技能】10日／2年以内

▽問い合わせ 防衛庁自衛隊 上田募集事務所
℡22-5267

自衛隊「予備自衛官補」の募集。
予備自衛官補とは…
○所定の教育訓練終了後に予備自衛官として任用。
○教育訓練招集に応ずる義務を有します。
（防衛、災害招集義務はありません。）

▽受付期間 第1回　1月13日(火)～ 4 月9日(金)
第2回　7月20日(火)～10月15日(金)

＊第1回で予定数に達した場合は、第2回は実施しない
場合があります。

▽採用区分 ・一般公募
・技能公募（衛生、語学、整備、情報処

理、通信、電気、建設）
▽採用対象 自衛官未経験者
▽採用年齢 【一般】18歳以上34歳未満の男女

【技能】18歳以上で保有する国家資格等
に応じ、53歳～55歳未満

現在、役場の代表電話にか

かってくる電話は、総務課が

窓口となって取り次ぎをして

おりますが、同時にいくつも

の電話が集中してかかると、

回線の都合でつながらない場

合や担当へおつなぎするまで

に時間がかかってしまうとい

う支障をきたす場合がありま

す。

そこで、役場の庁舎内にあ

る課にもそれぞれ直通の電話

番号がございますので、ご用

件のある担当課がおわかりに

なる場合は、できるだけその

番号をダイヤルしていただき

ますようお願いいたします。

●診療所……………………85－3308

●福祉企業センター………85－2015

●教育委員会………………85－2205

●中央公民館………………85－2030

●ともしび博物館…………85－2474

●武石村保育園……………85－2113

●在宅介護支援センター…85－2119

●社会福祉協議会…………85－2466

直通電話
ご利用のお願い。

役場庁舎内

●役場代表……85－2311

●総務課………85－2825

●住民課………85－2827

●産業振興課…85－2828

●建設環境課…85－2793

●会計室………85－2826

●保健福祉課…85－2067
（健康センター内）
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国
土
交
通
省
で
は
、
自
動
車
を
利

用
し
て
行
わ
れ
る
人
や
物
の
動
き
を

明
ら
か
に
す
る
調
査
報
告
書
を
作
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
自
動
車
に
つ

い
て
輸
送
統
計
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
方
に
は
、

二
回
の
調
査
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
国
か
ら
任
命
さ
れ
た

統
計
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
伺

う
か
、
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
そ
の
節
は
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
ご
提
出
い
た

だ
い
た
調
査
票
は
、
国
土
交
通
省
に

お
い
て
管
理
し
、
目
的
以
外
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
、

北
陸
信
越
運
輸
局
長
野
運
輸
支
局

輸
送
課
貨
物
係
（
℡
０
２
６
‐
２
４

３
‐
４
６
４
２
）
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

◎
主
な
業
務
内
容

①
自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車
手
続

き
の
代
行
業
務
②
車
庫
証
明
の
代
行

業
務
③
自
動
車
保
管
場
所
の
現
地
調

査
（
車
庫
調
査
）
④
別
納
カ
ー
ド
業

務
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
の
販
売
⑤

交
通
安
全
運
転
業
務
等

◎
軽
自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車

の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

○
軽
自
動
車
税
は
、
３
月
末
日
ま
で

に
手
続
き
を
し
な
い
場
合
は
、
１

年
分
の
自
動
車
税
が
か
か
り
ま

す
。

○
名
義
変
更
・
廃
車
等
の
手
続
き
の

際
に
は
使
用
者
と
所
有
者
の
「
印

鑑
」
が
必
要
で
す
。

○
名
義
変
更
・
廃
車
等
の
手
続
き
は

３
月
25
日（
木
）ま
で
で
す
。
お
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
自
家
用
自
動
車
協
会

依
田
窪
支
部
　
42
‐
２
７
５
８

働
き
な
が
ら
技
能
を
取
得
し
て
立

派
な
技
能
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る

技
能
開
発
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

技
能
は
、
一
生
の
宝
物
で
す
専
門

技
能
を
身
に
つ
け
て
、
生
活
の
安
定

と
地
域
社
会
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
。

○
募
集
専
門
職
種

・
木
造
建
築
科
・
建
築
板
金
科
・

造
園
科
・
建
築
設
計
科
・
和
裁
科

○
募
集
締
切
日

平
成
16
年
３
月
15
日（
月
）

○
問
い
合
わ
せ
先

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

℡
22
‐
２
６
６
６

働
い
て
い
る
女
性
の
妊
娠
、
出
産
等
健

康
に
か
か
る
幅
広
い
相
談
に
応
じ
ま
す
。

例
え
ば
…
妊
娠
、
出
産
に
つ
い
て

仕
事
を
続
け
る
上
で
、
気
を
付
け
る

こ
と
。
生
理
不
順
や
更
年
期
等
女
性

特
有
の
健
康
問
題
に
関
す
る
こ
と
。

働
く
女
性
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
。

妊
娠
中
や
出
産
直
後
の
働
く
女
性
の

母
性
健
康
管
理
に
つ
い
て
な
ど
。

○
設
置
場
所

豊
科
赤
十
字
病
院

産
婦
人
科
病
棟
内

○
実
施
日

毎
週
火
曜
日

○
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
正
午

○
℡
０
２
６
３
‐
７
２
‐
５
５
５
７

◎
模
型
飛
行
機
を
つ
く
ろ
う

▽
日
時

２
月
14
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
対
象

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
定
員
15
名
）
＊
参
加
費
無
料

▽
申
し
込
み

２
月
12
日（
木
）
ま
で
に
創
造
館

へ
電
話
も
し
く
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
春
の
星
座
さ
が
し

▽
日
時

２
月
21
日（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◎
星
空
観
望
会

▽
日
時

２
月
21
日（
土
）

午
後
７
時
〜
９
時

▽
参
加
方
法

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日

午
後
６
時
30
分
よ
り
受
付
を
し
ま
す

の
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
双
眼
鏡

な
ど
あ
る
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

催
し
物
の
詳
し
い
内
容
や
ご
不
明

な
点
は
、
上
田
創
造
館
（
℡
23
‐
１

１
１
１
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
24
‐
４
１

０
０
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

2月 2月 
自
動
車
輸
送
統
計
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

1月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
自
家
用
自
動
車
協
会
」

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

技
能
開
発
訓
練
生
募
集

働
く
女
性
の
心
と

身
体
の
健
康
相
談

上
田
創
造
館
　

土
曜
日
の
催
し
物
案
内
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